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IHC 1:200-1:1000,ICC 1:100-1:200,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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Serial Dilutions of Antibody
——Contwol Antizen = 100nz —— Anfiser= 10n=
—— Anfizer= 50ns —— Antiger= 100ns

B4 2> bo— LR (100 ng); £45: HURE (10 ng); B4 HUR (50 ng); 74%: HU/R (100
ng);

PIK3R1 ¥ X mAb (4%) #F3l\/= Hela BB O REHIRE, &: DRAQS H3: DNA
B&, 7 AlexaFluor-555 7 7 OA OV CIERSNE=T I FU T4 T AV K,

PIK3RT ¥ 2 mAb (%) %#F(\= HepG2 4BfE M Ryt esets, &F: DRAQS H%
DNA®Z, 7~ Alexa Fluor-555 7 7 OA SV TIERSNET I F U T4 T AV K,
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PIK3RT ¥ X mAb () L #HT 47 2> bO—JL (75) #HEAL 7= NIH3T3 4880 >
A—HA kAN =51,

PIK3R1T 7 X mAb & DAB L% ERL /57 1« VEIEE MFESEBAGOREE
BE DT,

PIK3R1T 7 X mAb & DAB L& %R L /X757 « VEIEE NEBEESOREHS
WEDHT.
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	製品名: PIK3R1マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ホスファチジルイノシトール3-キナーゼは、ホスファチジルイノシトールのイノシトール環の3'位をリン酸化します。この酵素は、110 kDの触媒サブユニットと、85、55、または50 kDの調節サブユニットで構成されています。この遺伝子は、85 kDの調節サブユニットをコードしています。ホスファチジルイノシトール3-キナーゼはインスリンの代謝作用において重要な役割を果たしており、この遺伝子の変異はインスリン抵抗性と関連付けられています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする4つの転写バリアントが生成されます。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PIK3R1マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PIK3R1マウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	PIK3R1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	PIK3R1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮頸癌組織の免疫組織化学分析。
	

	PIK3R1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

